
テレワークの取組概要

企業/団体名

事業内容

設立

従業員数

所在地

資本金

企業/団体概要

0

ＴＲＩＰＯＲＴ株式会社
（トライポート）

ITソリューションの開発販売
経営・労務コンサルティング

２０１４年７月１日
（第１１期目）

２３人

東京都新宿区新宿7丁目26-7 

ビクセル新宿1F

10,000,000円

２、テレワークの実施状況

１、テレワーク導入の経緯

３、利用しているテレワークツール

４、TRIPORTのテレワークという「働き方」の特徴

原則、全社員「全日テレワーク勤務」

・oVice（バーチャルオフィス）
・chatwork / slack 等（ビジネスチャット）
・zoom Phone（クラウド電話サービス）
・atena（クラウド郵便）

１、日々の社内業務だけでなく、採用・教育・営業など、あらゆる業務をオンラインで対応

２、テレワークをベースにしながらも、対面でのコミュニケーションを重視した社内制度を構築

３、「ITツール ×生成AI」等の組み合わせによるテレワーク環境の効率化

・クラウドサイン（電子契約締結サービス）
・マネーフォワード（基幹業務系SaaS）
・ kintone（顧客管理システム）
・GoogleWorkspace（プラットフォーム）

オフィス賃料・交通費等の

経費削減のため

創業期 拡大期

知名度も資金力も乏しいが

優秀な人材を獲得するため

（補足）
※月１回、東京で集まる「全体出社制度」あり（任意参加）
※その他、地方圏ごとに集まる「エリア別出社制度」あり（任意参加）



テレワーク活用による効果
導入・活用時の課題と対応
策

「誰から・誰宛て」の「どのような」問い合わせなのか
都度、人による確認や転送・伝言が煩雑だった

課題

「架電内容の要約」と「誰から誰宛ての電話か」を
チャットで担当者に自動通知する仕組みを構築

対策

テレワーク活用による効果、導入・活用時の課題と対応策

「会社の代表電話対応」をITによって自動化事例



テレワーク導入・活用の成功要因とアド
バイス

例えば、超高齢化社会においては、
「介護」や「育児」をしながら働くニーズは大きい

「社会課題」と「トレンド」

「世の中が求める働き方」を実現するために、
「テレワーク」という働き方が必要だったという論理展開で思考する

「成功要因」と「アドバイス」

テレワーク導入・活用の成功要因とアドバイス

「テレワーク」は「社会課題を解決するための１方法論」でしかない意識が重要重要
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